平成15年度　第1回　アナログ３種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1に示す回路において、端子a－b間の合成抵抗は、（　ア　）オームである。　　　(5点)
	①　2　　②　2.4　　③　4.8　　④　6　　⑤　8
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(2)　図－2に示す回路において、端子a－b間に交流電圧175ボルトを加えたとき、この回路に流れる電流は、（　イ　）アンペアである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　4　　②　5　　③　6.6　　④　20　　⑤　40
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　(3)　コンデンサCの両端に交流電圧Eを加えると、電流Iが流れる。このときのEの位相は、Iに対して（　ウ　）となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　45°遅れ　　②　45°進み　　③　90°遅れ　　④　90°進み　　⑤　同位相


(4)　単位長さ当たりの導線の電気抵抗は、その導線の断面積を
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倍にするとき、（　エ　）倍になる。

(5点)
	①　
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　　②　
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　　③　1　　④　3　　⑤　9


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　（　ア　）は、印加電圧の上昇に伴って抵抗値が減少する非直線性の素子であり、その特性を用いて電話機回路における衝撃音の防止用に用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　ダイオード　　②　サイリスタ　　③　サーミスタ　　④　バリスタ　　⑤　コンデンサ


(2)　図－1に示す回路の端子a－c間及びb－c間に、それぞれ図－2に示す入力電圧VA及びVBを加えたとき、出力端子に現れる電圧VOの波形は、（　イ　）である。ただし、ダイオードは、理想的な特性を持ち、|VA|=VB|とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
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　(3)　FETは、キャリアの移動を電界によって制御する（　ウ　）形のトランジスタ素子である。

(4点)
	①　電流制御　　②　容　量　　③　電圧制御　　④　イオン


(4)　エミッタ接地形トランジスタ回路の代表的な静特性の一つである（　エ　）特性は、コレクタ－エミッタ間の電圧VCEを一定に保ったときの、ベース電流IBとコレクタ電流ICとの関係を表したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　入　力　　②　出　力　　③　電圧増幅率　　④　電流増幅率


(5)　トランジスタのエミッタ電流IEが2.03ミリアンペア、コレクタ電流ICが1.98ミリアンペアのとき、ベース電流IBは（　オ　）マイクロアンペアである。　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　40　　②　42　　③　45　　④　49　　⑤　50


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　10進数の88を8進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	①　101　　②　111　　③　120　　④　130　　⑤　140


(2)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単化すると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
　　　　　
[image: image8.wmf])

(

B

A

X

+

=

・
[image: image9.wmf])

(

B

A

+


	①　A　　②　B　　③　A・B　　④　
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(3)　図－1の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　図－2に示す論理回路において、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係から、（　エ　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　OR　　②　NOR　　③　AND　　④　NAND　　⑤　NOT



[image: image13.wmf]“ü—Í‚�

“ü—Í‚‚

�o—Í‚ƒ

�}�|2


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図に示す電気通信回線への入力レベルが－5デシベル、その伝送損失が1キロメートル当たり（　ア　）デシベル、増幅器の利得が30デシベルのとき、端子a－bでの受信レベルは、－3デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。　　　　　　(5点)
	①　0.8　　②　1.0　　③　1.2　　④　1.4
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(2)　平衡対ケーブルで生ずる漏話は、一般に、周波数が高く（　イ　）。　　　　　　　　　　(5点)
	①　なると漏話減衰量は小さくなる　　②　なっても変化しない

③　なると漏話減衰量は大きくなる


(3)　長距離の線路を介して信号を伝送する場合、線路のインピーダンスに対する受端インピーダンスの比が（　ウ　）のときに最も効率よく信号が伝送される。　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　
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　　②　1　　③　
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(4)　信号電力をPSワット、雑音電力をPNワットとすると、信号対雑音比は、（　エ　）デシベルでる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　10log10
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第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　FM変調方式は、搬送波の（　ア　）を信号の振幅に応じて変化させるものである。　　　(5点)
	①　位　相　　②　振　幅　　③　周波数


(2)　PCM伝送方式において、量子化雑音は再生中継ごとに（　イ　）。　　　　　　　　　　(5点)
	①　増加する　　②　減少する　　③　消滅する　　④変化しない


(3)　同軸ケーブルは、外部導体の働きにより、平衡対ケーブルと比較すて、（　ウ　）において誘導等の妨害を受けにくい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　比較的高い周波数　　②　比較的低い周波数　　③　アナログ伝送　　④　電力伝送


(4)　光ファイバは、その中を通る光の（　エ　）により、単一モード形と多モード形とに分けられ、一般に、コア径は単一モード形の方が小さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　波　長　　②　強　弱　　③　伝搬モード　　④　反射モード


解答

第1問（ア）②　（イ）②　（ウ）③　（エ）④

第2問（ア）④　（イ）②　（ウ）③　（エ）④　（オ）⑤

第3問（ア）④　（イ）①　（ウ）④　（エ）③

第4問（ア）④　（イ）①　（ウ）②　（エ）②

第5問（ア）③　（イ）④　（ウ）①　（エ）③
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